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平常時の行政活動を通じた浸水被害軽減の検討 

 
1.  協議会承認事項について 

 
第３回協議会において本協議会の検討項目の一つとして以下の内容が承認された。 
 
 
 
 
 
 
 

2.  浸水危険度マップについて 
2.1  浸水危険度マップの概要 

 
浸水危険度マップとは、浸水の状況を頻度毎に区別して示した図である。 
琵琶湖湖南流域では、琵琶湖流域の浸水被害の特性として、野洲川や日野川などの大河川の破

堤による洪水被害と琵琶湖の水位上昇による内水が琵琶湖へ排水できなくなることで流域の低

地に湛水する現象が考えられる。これらの浸水被害を軽減するために、流域住民の迅速な避難な

どの「自分で守る」対策に加えて、琵琶湖の水位上昇により低地の内水浸水被害に対して、浸水

常襲地帯の土地利用のあり方や建物の工夫など、平常時の行政活動を通じた「地域で守る」対策

に取り組む必要がある。 
本協議会では、様々な浸水状況を頻度別に示した浸水危険度マップを作成することとなった。

浸水危険度マップは、大河川による洪水や琵琶湖の水位上昇による低地への大規模な内水浸水被

害を対象として流域住民の避難を必要とする従来の洪水ハザードマップの役割のみでなく、琵琶

湖の水位上昇により高頻度に起こる低地の水害に対するリスクを把握し、このリスクの度合いを

踏まえ、今後の地域のあり方（土地利用のあり方、住居の建て方、住まい方等）を検討していく

ものである。本年度については、モデル市である草津市において検討を行った。 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
2.2  浸水危険度マップ検討の流れ 

 
(1)  検討にあたっては、規模別浸水想定区域図に都市計画図や現況土地利用などを重ね合わせ
て整理することとした。このことにより単に浸水深別の図を示すのではなく、農地や住宅

での浸水被害がイメージできるものと考えられる。 

(a)  高頻度（確率規模：1/20、1/30） 
(b)  中頻度（確率規模：1/40、1/50） 
(c)  低頻度1（確率規模：計画規模相当（大河川）、既往最大（琵琶湖））：HMと同等 

 

(2)  このマップを用いて、高・中頻度（以下、高頻度等という）で浸水することが予想される
地域での、現状での課題、今後問題になると想定される課題について検討した。 

(3)  更に、これらの課題に対する減災に向けた対策、対応策の検討を行った。 
(4)  これらの課題・対策を踏まえた上で、平常時の行政活動に活用できるようなマップを作成
し、浸水危険度マップとしてとりまとめることとした。

                                                        
1 草津川の浸水想定区域図が未完成であるため、低頻度の浸水危険度マップの作成については平成 18年度に着

手するものとする。 

琵琶湖湖南流域  

第４回 

水害に強い地域づくり協議会 

（2006/３/2７） 

配布資料 3-1 

浸水危険度マップ 

定義：浸水の状況を頻度毎に区別して示した図 

目的：水害に対するリスクを把握すること 

活用：今後の地域のあり方の検討 

浸水被害を軽減するための平常時の行政活動への活用 

浸水被害を軽減するための緊急時の行政活動への活用 

（ハザードマップとしての活用） 

琵琶湖内水による浸水を対象にした行政指導等の平常時の行政活動を通じた浸

水被害の軽減のためのツールとして「浸水危険度マップ」を作成する。（モデル

市のみ） 
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3.  浸水危険度マップWGの概要 
 
浸水危険度マップ原案作成に向けて、国・県・草津市（モデル市）は「浸水危険度マップワー

キンググループ」を設立した。以下に示すように４回の会議での議論を経て、浸水危険度マップ

（平常時版）（案）を作成するに至った。 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 
4.  検討の対象 
・草津市全域を対象とした。 

・琵琶湖の水位上昇による内水氾濫を対象とした。 

5.浸水危険度マップの活用による浸水被害軽減の検討 
 
ワーキンググループでは、琵琶湖の浸水被害の現状を把握することからはじめ、平常時の行政

活動を通じた被害軽減手法を検討した。 

琵琶湖の浸水被害の現状 平常時の行政活動を通じた被害軽減手法 

農業基盤を整備したが、琵琶湖の洪水に

より浸水被害を受けている。 

農業基盤の再整備を実施する際の参考資

料として利用し、浸水被害を未然に防ぐ。 

減反のため畑作転換した場所が琵琶湖の

洪水により浸水被害を受けている。 

水田から畑地へ集団転作する場合に、そ

の場所を決定するための参考資料として

利用し、浸水被害を未然に防ぐ。 

新築したばかりの家が琵琶湖の浸水によ

り浸水被害を受けるのではないか。その

ような場所に対策なしで家を建てるのが

よいのか。 

宅地開発や市街地開発計画時に、高頻度

で浸水する可能性のある場所の情報を提

供・指導するための参考資料として利用

し、浸水被害を未然に防ぐ。 

琵琶湖近辺で土地改良事業を計画してい

るが、琵琶湖の洪水により浸水被害を受

ける可能性のある場所がわかると計画に

反映できる。 

土地改良事業時に嵩上げの対象区域の設

定などの参考資料として利用し、浸水被

害を未然に防ぐ。 

琵琶湖の浸水により被害を受けた場合

は、行政としてすぐに被害状況を調査す

る必要があるが、事前の情報がないので

効率が悪い。 

災害時に被害を調査する際に優先的に調

査する場所を選定するための参考資料と

して利用することで、迅速な行政活動が

可能となる。 

 

 
６．浸水危険度マップの活用 

浸水危険度マップは、窓口閲覧として活用する。また、ウェブページに掲載する予定で

ある。 
 
 
７．浸水危険度マップ（案） 

 
ワーキンググループで検討した「琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ（平常時版）」を

4ページ以降に示す。 

第 1回WG（平成 18年 1月 11日） 

・ 浸水危険度マップの概要説明 

・ 今後のWGのスケジュールについて確認 

第 2回WG（平成 18年 1月 30日） 

・ 浸水危険度マップ（平常時版）の利用方法について協議 

・ 浸水危険度マップ（平常時版）作成に向けて諸事項を整

理・確認 

第 3回WG（平成 18年 2月 13日） 

・ 浸水危険度マップ（平常時版）の提示・議論 

・ 浸水危険度マップ（平常時版）の決定事項の確認 

第 4回WG（平成 18年 2月 20日） 

・ 浸水危険度マップ（平常時版）の提示・議論・決定 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

未開拓地

対応策

・ 地利用を工夫し、場合によっては抑制する（積極的に）
　既に農地として利用している土地→土地利用の見直し
開拓地で浸水が予想される区域→土地利用の工夫・抑制

・浸水範囲を把握する（道路冠水状況、交通遮断状況等）
路冠水が予想される区域は一般車両の通行止など、交通規制をする

土

　未

　道

琵琶湖湖南流域　浸水危険度マップ（中頻度）
～建築物の浸水に対する備えを！！～

琵琶湖

対応策

・土地利用を工夫し、場合によっては抑制する
　既に農地として利用している土地→土地利用の見直し
　未開拓地で浸水が予想される区域→土地利用の工夫・抑制

・浸水範囲を把握する（道路冠水状況、交通遮断状況等）
　道路冠水が予想される区域は一般車両の通行止など、交通規制をする

・避難場所・避難経路を確保する
　浸水が予想される区域に居住の方は、事前に避難場所・経路を把握しておく

・建築物の工夫（地盤嵩上・ピロティー）
　浸水が予想される区域に居住の方は、
　浸水に強い建築構造にする（右図参照）

対応策

・避難場所・避難経路を確保する
　浸水が予想される区域に居住の方は、事前に避難場所・経路を把握しておく

・長期避難対策
　琵琶湖の氾濫による浸水域の浸水日数は数週間オーダーで長期化する可能性が高
　いので、避難施設の各備蓄の充実化、2次避難の検討などの事前対応を行う

・市町村間連携
　浸水範囲が市全域に及ぶ場合、市内の避難所のみでは対応できない可能性がある。
　緊急時の市町村間の連携について、事前に協議しておく必要がある

生起頻度

低高 中

琵琶湖湖南流域　浸水危険度マップ（高頻度）
～土地利用に工夫を！！～

琵琶湖

洪水の規模は、概ね20年に1回程度の
大雨を想定しています。
氾濫形態としては、琵琶湖の内水氾濫
が考えられます。
この程度の洪水は、人的被害は無い
ものの、比較的低い位置に存在する田
や畑などの農地に被害を与える可能
性があります。

土地利用の工夫・抑制

土地利用の見直し

琵琶湖湖南流域　浸水危険度マップ（低頻度）
～早めの避難行動を！！～

琵琶湖

避難所

避難所

避難所

未開拓地 未開拓地

道路冠水
一般車両通行止

道路冠水
一般車両通行止

2階以上使用可

建築上の工夫

住民自らの手で記載

住民自らの手で記載

避難場所・経路の確保

…全階層使用可

…２階以上使用可

嵩上げ ピロティ 囲む 建物防水

建築上の工夫の例

洪水の規模は、概ね40年に1回程度の
大雨を想定しています。
氾濫形態としては、琵琶湖の内水氾濫
が考えられます。
この程度の洪水は、一部家屋の浸水
被害をもたらすとともに、比較的広い
範囲に及んで田や畑などの農地に被
害を与える可能性があります。

洪水の規模は、概ね100年に1回程度
の大雨（計画規模以上）を想定してい
ます。
氾濫形態としては、琵琶湖の内水氾濫
および○○川の外水氾濫が考えられ
ます。
この程度の洪水は、地域一帯に壊滅
的な被害を与えると考えられ、後の生
活復旧も長期化することが考えられま
す。

浸水危険度マップのイメージ 
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琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ 

―平常時からの活動を通じた浸水被害の軽減を目指して― 

［草津市版］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

琵琶湖の洪水による浸水危険度マップについて 

琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ（都市計画用 全体図） 

琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ（都市計画用 分割図） 

琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ（農政用 全体図） 

琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ（農政用 分割図） 

地盤高分布図（全体図） 

地盤高分布図（分割図） 
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琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ【草津市版・都市計画用】 

分割図Ａ 

分割図Ｂ 
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琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ【草津市版・都市計画用】 
分割図Ａ（常盤・笠縫地区） 
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琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ【草津市版・都市計画用】 
分割図Ｂ（山田・老上地区） 
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琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ【草津市版・農政用】 

分割図Ａ 

分割図Ｂ 
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琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ【草津市版・農政用】 
分割図Ａ（常盤・笠縫地区） 
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琵琶湖の洪水による浸水危険度マップ【草津市版・農政用】 
分割図Ｂ（山田・老上地区） 
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地盤高分布図【草津市版】 

分割図Ａ 

分割図Ｂ 
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地盤高分布図【草津市版】 
分割図Ａ（常盤・笠縫地区） 
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地盤高分布図【草津市版】 
分割図Ｂ（山田・老上地区） 




